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数学に対する生徒の信念・日的・態度の調査研究(I)
-生徒の数学に対する考え方と学力成績との関連-

§1.はじめに　数学教育における「新しい学力観」

と本研究との関連

従来の伝統的な教授法においては,教師が大切なこ

とを板書し,それを通して理解を図り,演習をすると

いうことが繰り返されていた。つまり,数学において

重要な定理や公式を「暗記」し,それを「前提にして

解答させる」といったスタイルの教授法がとられてき

た。このような教授法は,直線的ではあるが,非常に

効率的であるので,欧米先進諸国をモデルにして経済

復興を遂げてきた我が国の歴史をかえりみるとき,決

して否定されるべきものではない。しかし,我が国が

十分な経済復興を遂げ,国際社会においてリーダーシッ

プを発揮していかなければならなくなった今日におい

ては,このような伝統的な数学の教授法では対処でき

ない状況が生まれつつあることもまた現実である。

一つには,今まで,我々を取り巻く状況の中では,

常に与えられた課題を迅速に理解し,処理していく能

力が求められてきたが,今日では,自分に課せられる

べき課題自体を自らが発見し,主体的に物事に対応し

ていく能力が強く求められているということが挙げら

れる。つまり,モデルやお手本といえるものがなくなっ

た今日では,一定のレールが敷かれているような数学

の学習方法では対処できず,自らが学習していくレー

ルを設定していくような数学学習が必要になってきて

いるということである。

また,数学の学習そのものに対する価値観が変化し

てきていることもこのような状況を説明する根拠とし

て考えられるだろう。一昔前であれば,社会に出て活

躍していくためには数学は必要不可欠であると言えた

であろう。しかし,罷業自体も多種多様化し,生活に

対する価値観も変化しつつある今日では,必ずしも数

学を学習することが生徒一人一人の進路と結びつかな

くなってきているのである。「何のために数学を学ぶ
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のか」という生徒の声にも代表されるように,まさに

従来の数学教授法では,数学学習そのものの価値を保

証できないという時代になっているのである。このよ

うな中で,我々は,新しい枠組みの中で数学の学習と

いうものを捉えなおし,新しい時代に対応できる数学

の教授法を開発していかなければならないのである。

現行の指導要領における「新しい学力観」という学

力の捉え方は,このような状況における数学学習の新

たな枠組みに対して,大きな示唆を与えている。「新

しい学力観」とは,従来からの学力観に対して,急速

な社会の変化に主体的に対応していくための資質・能

力としての思考力,判断力,直観力などをも学力とし

てとらえた総合的な学力観であるということができる。

このような学力の捉え方は,21世紀に向けて数学学習

そのものの意義を考え直す一つの基準となりうるもの

であり,このような学力観にたった数学教育の実践が

行われるようになれば,今後の社会の変化においても

柔軟に対応していける人間の育成が可能となるであろ

う。そのためにも我々数学教育者は,この「新しい学

力観」にたった数学教育の枠組みを構築するとともに,

それらをより充実した形で実践していけるよう研究を

進めていく必要があると言えよう。

本研究では,「新しい学力観」にたった数学授業と

いうものの枠組みを考えていく上で,従来の学力観で

はあまり重視されてこなかった創造力,直観力,関心・

意欲・態度などを含めた新しい学力の評価というもの

をどのように行っていけばよいのかということを明ら

かにすることを目的とする。そのために,研究の1年

目であろ今回の調査では,生徒が数学に対して持って
いる考え方と,従来からペーパーテストなどで計られ

てきた学力というものとの関連を分析した。このよう

な調査・分析を行うことによって,生徒の持っている

数学観が,これまでの学力評価にどの程度反映されて

きたのか,また,新しい学力観にたった評価を行う上

TadaoPIakahara,MasatakaKoyama,KazuohIurakami,KazuyukiKamakiandHiroyukiSasa:Researchon

Student'SBelief,GoalandAttitudeonMathematics(l)

-83-



で,どのような点を考慮すればよいのかということの

方向性が明らかにできるのではないだろうか。

本研究における調査内容としては,「生徒の数学

に対する信念・目的・態度の基礎的研究(I)(II)

(Ⅱ1)」1)をもとに,「I.生徒は,数学をどのような

教科として考えているか」,「II.生徒が,数学が楽し

い,おもしろいと感じるのはどんなときか」,「m.生

徒は,どのようにすれば数学がよくできるようになる

と考えているか」,という3領域の質問紙による調査

を7月と12月の2回行った。また,数学の学力につい

ての指標としては,本校で行われている校内実力テス

ト(中学校;6月,11月,高等学校;11月)の偏差値

成績を用いた。分析方法としては,因子分析法,クラ

スター分析法を用い,統計分析を行った。なお,生徒

の数学に対する信念・目的・態度に関する質問紙は,

本稿の最後に掲載した。

§2.調査分析結果とその考察

アンケート調査は,中学2年,78名,中学3年,75

名,高校1年(4年)192名,高校2年(5年)36名

を対象にして,1997年7月と12月に行った。年間2回

にわたって調査をした理由は,成績の変動と様々な項

目との関連を調査するためである。なお,調査用紙を

最後に掲載するが,それぞれの調査項目を分類すると,

次のようになる。

【調査I】「生徒は,数学をどのような教科と考えて

いるか」

◆数学に対する好悪感情と興味指向

……………(1X2X7X9氾蝋1償1の

◆数学的能力に対する自信と意欲……………・=(5田畑

◆数学と進路

◆数学のオープン性

◆数学の形式陶冶

(3X6X8氾5)

◆成績(校内実力テストの偏差値)…………………体)

【調査III】「生徒が,数学が楽しい,おもしろいと感

じるのはどんなときか」

◆努力と逃避

◆意味・内容・理由の理解………………………(1氾帆の

◆創造性

◆協同とコミュニケーション…=………………・(4X9X川

◆問題の解決

◆成績(校内実力テストの偏差値)…………………体)

【調査IIl】「生徒は,どのようにすれば数学がよくで

きるようになると考えているか」

◆創造性

◆社会性

◆問題練習

◆理解

◆暗記

◆興味

(4X8)

(2X5)

(6氾2)

(3XlO)

(1氾D

(7X9)

◆成績(校内実力テストの偏差値)…………………(*)

§2-1)調査I「数学をどのような教科と考えてい

るか」の分析結果

調査Iと成績の18項目について,それぞれの学年に

対して因子分析を行った。

4年生に対する分析結果(質問項目とそれに対する

因子負荷量)を示す。

【因子1】意欲の因子く寄与率9.6%)

は㊥数学に関連した本を読むのが好きです。　(0.79)

03)私は数学を必要とする仕事をしたいと思います。

(0.70)

(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を知りたい

`と思います。　　　　　　　　　　　　　(0.46)

【因子2】形式陶冶の因子く寄与率9.3%〉

(4)数学を勉強すると,筋道をたてて考えることができ

るようになります。　　　　　　　　　　(0.72)

82)数学は自分で新しいことを考えていこうとする人に

とって適した学問です。　　　　　　　　(0.52)

(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を知りたい

と思います。　　　　　　　　　　　　　(0.47)

【因子3】得点の因子く寄与率8.6%〉

(叫成績　　　　　　　　　　　　　　　　　(0.71)

皿私は数学があまり得意ではありません。(-0.56)

(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を知りたい

と思います。　　　　　　　　　　　　　(0.38)

【因子4】不得意の因子く寄与率7.3%〉

㈱私は数学があまり得意ではありません。　(0.38)

【因子5】数学の自由性の因子く寄与率7.3%〉

(8)数学の勉強は,ほとんど暗記ばかりです。(一0.45)

(6)数学の問題を解くのに,新しい考えが入る余地はほ

とんどありません。　　　　　　　　　　(-0.36)

3年生に対する分析結果(質問項目とそれに対する
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因子負荷畢)を示す。

【因子1】意欲の因子く寄与率14.1%〉

03)私は数学を必要とする仕事をしたいと思います。

(0.82)

掴数学に関連した本を読むのが好きです。　(0.65)

(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を知りたい

と思います。　　　　　　　　　　　　　(0.61)

(4)数学を勉強すると,筋道をたてて考えることができ

るようになります。　　　　　　　　　　(0.53)

【因子2】得意,不得意の因子く寄与率9.2%〉

㈹数学を勉強していると楽しくなります。　(0.66)

(1)やさしい問題よりも,難しい問題を解く方がやる気

がでます。　　　　　　　　　　　　　　　(0.56)

(淘成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　(0.38)

的私は数学があまり得意ではありません。(-0.67)

【因子3】数学には発展性がないく寄与率9.1%〉

(5)いくら一生懸命がんばっても,数学ができるように

なりません。　　　　　　　　　　　　　(0.67)

(6)数学の問題を解くのに,新しい考えが入る余地はほ

とんどありません。　　　　　　　　　　(0.51)

仙私は数学があまり得意ではありません。　(0.48)

(3)図形の問題は,いろいろな方法で解くことができま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　(-0.49)

(*)成績　　　　　　　　　　　　　　　　　(-0.33)

【因子4】数学は証明であるく寄与率6.9%〉

(9)計算したり値を求めたりする問題よりも,証明問題

の方が好きです。　　　　　　　　　　　(0.87)

3年生の分析結果は,表現は異なるが,4年生と同じ

傾向にあると見ることができる。

2年生に対する分析結果(質問項目とそれに対する

因子負荷量)を示す。

【因子1】不得意の因子く寄与率11.7%〉

(6)数学の問題を解くのに,新しい考えが入る余地はほ

とんどありません。　　　　　　　　　　(0.81)

(5)いくら一生懸命がんばっても,数学ができるように

なりません。　　　　　　　　　　　　　(0.50)

(淘成績　　　　　　　　　　　　　　　　　(-0.48)

【因子3】数量好きは証明接いく寄与率8.1%〉

(2)幾何より数量の方が好きです。　　　　　(0.76)

(9)計算したり値を求めたりする問題よりも,証明問題

の方が好きです。　　　　　　　　　　　(-0.72)

以上の結果は,ユークリッド幾何学を学びはじめる学

年であることと関連があると思われる。

さて,次に4年生と3年生に対し,調査Iの18項目

をクラスター分析して得た分析樹形図を示す。

( 図 1 )　　　 クラスタ丁冊 柑
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l
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( 図 2 )　　　　 ク了スト 分瞞 回

一　一　昌　▲ ;; =　ニ=　=: 0　g　〇　一　= ・. コ. 叫 ;: 仇
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l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
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(図1)で見ると,4年生の成績の項目(*)は,大きく

分類すれば,左よりのグループに属する。それに相対

する右のグループの項目には,以下の項目がある。

(5)いくら一生懸命がんばっても,数学ができるよう

になりません。

仙私は数学があまり得意ではありません。

(6)数学の問題を解くのに,新しい考えが入る余地は

ほとんどありません。

(8)数学の勉強は,ほとんど暗記ばかりです。

05)数学の問題は,ある決まり切ったやり方に従えば,

必ず解けるものです。

(5),仙が成績と結びつかないのは当然である。(6),

85)はパターンを覚えることが成績に結びつかないこと

を示している。

一方,(図2)で見ると,3年生の成績項目(叫の近

くには,以下の項目がある。

(3)図形の問題は,いろいろな方法で解くことができ

ます。
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(9)計算したり値を求めたりする問題よりも,証明問

題の方が好きです。

(8)数学の勉強は,ほとんど暗記ばかりです。

05)数学の問題は,ある決まり切ったやり方に従えば

必ず解けるものです。

(9)はユークリッド幾何学を学習している学年の特徴で

ある。(8),05)は,4年生と相反する結果である。これ

は,低学年(中学生)は,パターンを覚える方法が成

績に結びらきやすいとも言える。しかし,高校生にな

ると,その方法は有効でないということであろう。

§2-2)調査II「数学が楽しい,おもしろいと感じ

るのはどんなときか」についての分析

4年生についての分析結果(質問項目とそれに対す

る因子負荷量)を示す。

【因子1】創造性,他人と関わる喜びく寄与率11.9%〉

03)自分で問題の別の解法を見つけたとき　　(0.63)

(3)習った事柄を,自分なりに発展させて,さらに新し

いことを見つけたり,問題を解決したりするとき

(0.60)

仙私の考えを他の生徒が理解してくれるとき(0.60)

(4)他人にうまく説明できたとき　　　　　　(0.57)

【因子2】簡単に解ける喜びく寄与率8.8%〉

(7)簡単な練習問題をたくさん解いたとき　　(0.58)

(8)先生が難しい質問をしないとき　　　　　(0.56)

05)簡単に解けそうにない問題を解こうとしているとき

(-0.44)

(4)他人にうまく説明できたとき　　　　　　(-0.40)

【因子3】努力の喜びく寄与率7.8%〉

(5)一生懸命勉強しているとき　　　　　　　(0.64)

05)簡単に解けそうにない問題を解こうとしているとき

(0.58)

3年生についての分析結果(質問項目とそれに対す

る因子負荷量)を示す。因子1から因子3は基本的に

4年生と同じである。

【因子4】成績の因子く寄与率6.7%〉

0カ難しい問題がやっと解けたとき　　　　(-0.52)

(1)定理や内容の意味が分かったり納得したりしたとき

(-0.48)

(淘成績　　　　　　　　　　　　　　　　　(0.42)

2年生についての分析結果(質問項目とそれに対す

る因子負荷畳)を示す。

【因子1】やっと解けて分かるようになった書び

く寄与率20.7%〉

㈹知らなかったこと,新しいことが分かるようになっ

たとき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(0.78)

田)難しい問題がやっと解けたとき　　　　　(0.78)

(4)他人にうまく説明できたとき　　　　　　(0.58)

(1)定理や内容の意味が分かったり納得したりしたとき

(0.56)

3年生,4年生の第1因子は,創造性と他人との関わ

り,2年生の第1因子は,理解と他人との関わりであ

る。創造性や理解は,他人との関わりとは無関係であ

るように思われるが,常に第1因子として現れること

は興味深い。

さて,次に4年生と3年生に対し,調査Hの16項目

をクラスター分析して得た分析樹形図を示す。

( 図 3 )　　　　 クミスト冊 柑

l
I　　　　　 l

」
一　=　G　J.　コ　.D　も°　こ　く.　芸　t.　=　a　he　}　-
〒　尋　尋　〒　尋　〒　可　否　〒払　〒　=　〒　〒　否　尋

l　　　　　　　l… … 三 ≡ 三 … 芸 … …讐 芸 … 三 三 … 芸

( 図 4 )　　　　 誓 夕瑚 析帥 四

l
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一　 品　 =　 噌　 0　 -　 -　 _　 仇　 血　 工　 芸　 芸　 N　 一　 〇
〒　 =　 =　 〒　 〒　 芯　 〒　 ㍍　 〒　 〒　 =　 = 貝　 7　 7 ~ ッ

臼　 R　 H 辛 目 ヲ　 う　 う lラ　 ラ　 ヲ　 一幸　 亘　 姦㍉ ヲ　 ワ　 ワ
l　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　 l　 l三 墓 室 壷 全 会 圭 全 巻 金 主 孟 芸 壷 仝 巴

〉

(図3)で見ると,4年生の成績の項目的と同じグルー

プには,

(3)習った事柄を,自分なりに発展させて,さらに新

しいことを見つけたり,問題を解決したりすると

き

03)自分で問題の別の解法を見つけたとき

(6)自分で新しい問題を作るとき
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の項目があり,成績の項目(朝と別のグループには,

(2)あまり努力しなててもすぐできるとき

(7)簡単な練習問題をたくさん解いたとき

(8)先生が難しい質問をしないとき

の項目がある。一方,(図4)で見ると,3年生の成

績の項目(*)と同じグループには,

㈹なぜそのようになるのかを考えているとき

は5)簡単に解けそうにない問題を解こうとしていると

き

(5)一生懸命勉強しているとき

(6)自分で新しい問題を作るとき

の項目があり,成績の項目(叫と別のグループには,

(2)あまり努力しなくてもすぐできるとき

(7)簡単な練習問題をたくさん解いたとき

(8)先生が難しい質問をしないとき

の項目がある。高校生になると,創造的なことが成績

と結びつくことがよく分かる。(2),(7),(8)は中学,高

校一貫して別グループであることは興味深い。

§2-3)調査III「どのようにすれば数学がよくでき

るようになるか」の分析

4年生についての分析結果(質問項目とそれに対す

る因子負荷量)を示す。

【因子1】創造的学習く寄与率12.2%〉

(8)問題の異なった解法を見つけようとする。(0.78)

(9)教科書の内容だけでなく,数学の歴史や応用など,

いろいろな面から数学に興味を持って勉強する。

(0.50)

(川教師の示した方法で問題を解き,独自の方法は考え

ないようにする。　　　　　　　　　　(-0.51)

【因子2】パターンを覚えて練習く寄与率8.4%〉

(6)練習問題をたくさん解く。　　　　　　(0.73)

(1)解き方のパターンを覚える。　　　　　(0.53)

【因子3】パターンを覚えて考え方を理解する

く寄与率8.1%〉

(7)数学の扶習・応用問題を解くことのみに関心を持ち,

それ以外の内容にあまり興味を持たないようにする。

(0.69)

価教師の示した方法で問題を解き,独自の方法は考え

ないようにする。　　　　　　　　　　　(0.53)

(3)問題の答えをただ得ることよりも,考え方を理解し

ようとする。　　　　　　　　　　　　　(-4.0)

3年生についての分析結果(質問項目とそれに対す

る因子負荷量)を示す。3年生では,創造的学習の因

子は,第3因子(寄与率8.8%)となり,重要性を下

げる。

【因子1】たくさん解いて理解する　く寄与率14.0%〉

(7)数学の練習・応用問題を解くことのみに関心を持ち,

それ以外の内容にあまり興味を持たないようにする。

(0.48)

(6)練習問題をたくさん解く。　　　　　　(-0.57)

(1の基礎的なことをよく理解する。　　　　(-0.57)

他の因子については,4年生と同様の結果であった。

2年生についての分析結果(質問項目とそれに対す

る因子負荷量)の大きな特徴は,第2因子(寄与率

8.9%)に「仙教師の示した方法で問題を解き,独自

の方法は考えないようにする。(0.99)」の項目が現れ

ることである。これは低学年(中学生)の特徴をよく

表している。

さて,次に4年生と3年生に対し,調査IIIの13項目

をクラスター分析して得た分析樹形図を示す。
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(図5)で見ると,4年生の成績の項目的と同じグルー

プには,以下の項目がある。

(2)自分の考えを他の生徒に説明しようとする

(5)人の考えを理解しようとする

(3)問題の答えをただ得ることよりも,考え方を理解
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しようとする。

(4)自分で何かを考え出そうとする

(8)問題の異なった解法を見つけようとする

一方,(図6)でみると,3年生の成績項目(叫と同じ

グループには,以下の項目がある。

(1)解き方のパターンを覚える

82)難しい問題を解くようにする-

(7)数学の練習・応用問題を解くことのみに関心を持

ち,それ以外の内容にあまり興味を持たないよう

にする

刷教師の示した方法で問題を解き,独自の方法は考

えないようにする

3年生と4年生の結果は,全く対称的であり,中学生

と高校生の差が歴然と現れている。

§3.成績の変動と調査項目との関連について

本校で行っている校内実力テストの成績において,

6月から11月にかけて成績の上昇した生徒(偏差値が

5以上上昇)57名,一方,成績が下降した生徒(偏差

値が5以上下降)53名について調査を行った。ただし,

実力テストの実施回数により,中学2年生,3年生の

みを対象とした分析を行った。

§3-1)調査Iの分析

《(彰成績上昇者の分析〉

【因子1】意欲の因子く寄与率13.6%〉

㈹数学に関連した本を読むのが好きです。　(0.82)

㈹数学を勉強していると楽しくなります。　(0.57)

(13)私は数学を必要とする仕事をしたいと思います。

(0.55)

【因子2】数学に自由性はないく寄与率10.0%〉

(6)数学の問題を解くのに,新しい考えが入る余地はほ

とんどありません。　　　　　　　　　　(0.97)

(5)いくら一生懸命がんばっても,数学ができるように

なりません。　　　　　　　　　　　　　(0.62)

【因子3】難問を解き,さらに知りたいく寄与率8.8%〉

(1)やさしい問題よりも,難しい問題を解く方がやる気

がでます。　　　　　　　　　　　　　、(0.58)

㈹数学を勉強していると楽しくなります。　(0.55)

(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を知りたい

と思います。　　　　　　　　　　　　　(0.52)

く(診成績下降者の分析〉

【因子1】数学に自由性はないく寄与率15.2%〉

(6)数学の問題を解くのに,新しい考えが入る余地はほ

とんどありません。　　　　　　　　　　(0.57)

(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を知りたい

と思います。　　　　　　　　　　　　(-0.75)

00)数学を勉強していると楽しくなります。　(-0.70)

【因子2】数学は不得意であるく寄与率9.3%〉

(5)いくら一生懸命がんばっても,数学ができるように

なりません。　　　　　　　　　　　　　(0.82)

的私は数学があまり得意ではありません。　(0.69)

【因子3】意欲の因子く寄与率7.8%〉

03)私は数学を必要とする仕事をしたいと思います。

(0.73)

02)数学は自分で新しいことを考えていこうとする人に

とって適した学問です。　　　　　　　(0.62)

【因子4】数学は暗記だく寄与率6.9%〉

仕5)数学の問題は,ある決まり切ったやり方に従えば必

ず解けるものです。　　　　　　　　　(0.78)

(8)数学の勉強は,ほとんど暗記ばかりです。(0.54)

成績上昇者の【因子1】,【因子3】は当然としても,

【因子2】の考え方をしている生徒も多い。また,成

績下降者の【因子1】,【因子2】,【因子4】は当然で

あるが,この集団で意欲の因子を持つ生徒も多い。こ

のような生徒を救うことは急務である。

§3-2)調査IIIの分析

《(彰成績上昇者の分析〉

【因子1】異なった解法を見つけようとする

く寄与率23.7%〉

(8)問題の異なった解法を見つけようとする。(0.65)

㈹基礎的なことをよく理解する。　　　　　(0.57)

(9)教科書の内容だけでなく,数学の歴史や応用など,

いろいろな面から数学に興味を持って勉強する。

(0.55)

【因子2】問題を解いて理解するく寄与率13.6%〉

㈹教師の示した方法で問題を解き,独自の方法は考え

ないようにする。　　　　　　　　　　　(0.96)

(7)数学の練習・応用問題を解くことのみに関心を持ち,
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それ以外の内容にあ′まり興味を持たないようにする。
(0.63)

【因子3】考え方を理解し,説明するく寄与率8.0%〉

(2)自分の考えを他の生徒に説明しようとする。(-0.68)

(3)自分の答えをただ得ることよりも,考え方を理解し

ようとする。　　　　　　　　　　　　(-0.60)

【因子4】パターンを覚え,難しい問題を解く

(1)解き方のパタ「ンを覚える。

02)難しい問題を解くようにする。

《(診成績下降者の分析〉

く寄与率4.0%〉

(0.73)

(0.56)

【因子1】自分の方法は考えないく寄与率23.0%〉

(4)自分で何かを考え出そうとする。　　　(-0.80)

価教師の示した方法で問題を解き,独自の方法は考え

ないようにする。 (0.62)

【因子2】人の考えを理解しようとする

く寄与率10.0%〉

(5)人の考えを理解しまぅとする。

(幼成績差

【因子3】難問に挑戦く寄与率8.0%〉

82)難しい問題を解くようにする。

(0.83)

(-0.55)

(-1.01)

【因子4】問題を解くことのみく寄与率6.1%〉

(7)数学の練習・応用問題を解くことのみに関心を持ち,

それ以外の内容にあまり興味を持たないようにする。

(0.72)

成績上昇グループの【因子2】,【因子4】に注目す

る。この2つの寄与率をあわせると,17.6%であるが,

これは,パターンを覚えて独自の方法は考えず,問題

を解くことのみを重視して成績を上げている生徒もか

なり多いことを示している。また,成績下降グループ

の【因子3】は,難問への挑戦である。これは成績上

昇グループの因子には見られない。

§4.本研究のまとめと今後の課題

本研究では,数学に対する生徒の信念・目的・態度

について,調査を行い,その結果を分析してきたが,

因子分析および,クラスター分析による紐かな分析に

よって,次のような結果を得ることができた。

◆創造性や理解の項目は,成績の向上と関係が深いこ

とは当然であるが,他人との関わりを通して成績に

影響すると思われる。すなわち,生徒は,人の考え

、を理解しようとするとか,他人に説明するなどの行

為を通して数学をおもしろく感じたり,数学をでき

るようになると考えている。

◆中学生と高校生の意識の差は大きい。クラスター分

析によると,中学3年生の成績項目と同じグループ

に,パターンを覚えたり,問題を解くことのみを重

視する項目がある。一方,高校生の成績項目と同じ

グループには,異なった解法を追求したり,自分で

問題を作ったりする項目があり,全く対称的である。

このような結果は,今後,本研究において新しい学力

観にたった評価方法を考察していく上で,重要な役割

を果たすと考えられる。

今後の課題としては,このような数学に対する生徒

の考え方の調査を継続して行っていくとともに,より

長いスパンでの成績の変動との関連を分析していくこ

とも重要であろう。また,集団としての分析に止まら

ず,個人レベルでの傾向の調査,分析も行っていきた

い。このような調査研究を繰り返していくことによっ

て,新しい学力観にたった数学学習の評価方法という

ものが考察できてくるのではないだろうか。
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数学についての調査(I)

この調査は、みなさんが数字についてどのように考えているかを知り、これからの数学教育の改善に役立

てようとするものです。それぞれの項目内容は、本校数学科の教育方針とは関係なく作られたものです。ま

た、答えた事項は、いずれも本調査の目的以外にはいっさい利用しませんし、これによってあなたに不利益

をもたらすことはありません。したがって、考えているとおり、正直に書いて下さい。

◆調査1◆次の文について、あなたの考えにもっとも近いものを1、2、3、4、5の中から1つ選んで、

その番号を○でかこみなさい。

大

反

対

反
対

い
え
な
い

ど

ち

ら

と

も

賛
成

大

賛

成

(1)やさしい問題よりも、難しい問題を解くほうがや

る気がでます。

(2)幾何(作図・図形の性質など)より数量(方程式

・関数など)の方が好きです。

(3)図形の問題は、いろいろな方法で解くことができ

ます。

(4)数学を勉強すると、すじみちをたてて考えること

ができるようたなります。

(5)いくら一生懸命がんばっても、数学ができるよう

になりません。

(6)数学の問題を解くのに、新しい考えが入る余地は

ほとんどありません。

(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を、知り

たいと思います。.

(8)数学の勉矧は、ほとんど暗記ばかりです。

(9)計算したり値を求めたりする問題よりも、証明問

題の方が好きです。

(10)数学を勉強していると楽しくなります。

(11)私は数学があまり得意ではありません。

(12)数学は自分で新しいことを考えていこうとする人

にとって適した字間です。

(13)私は数学を必要とする仕事をしたいと思います。

(14)数学に関連した本を読むのが好きです。

(15)数学の問題は、ある決まり切ったやり方に従えば

必ず解けるものです。

(16)パズルやゲームのような問題が好きです。

(17)数学ができるようになりたいと本当に思っています。

5　-　4　-　3　-　2　-1　　(1)

5　-　4　-3　-2　-1　(2)

5　-　4　-　3　-　2　-1　　(3)

5　-4　-3　-2　--1　(4)

5　-　4　-　3　-2　-1　(5)

5　-　4　-　3　-　2　-1　　(6)

5　-4　-3　-2　-1　(7)

5　-4　-3　-　2　-1　　(8)

5　-4　-3　-2　-1　(9)

5　-　4　-　3　--2　-1　　(10)

5　-　4　-　3　-　2　-1　　(11)

5　-　4　-　3　-　2 (12)

5　-　4　-　3　-　2　-1　　(13)

5　-　4　--　3　-　2　-1　　(14)

5　-　4　-　3　-.2　-1　　(15)

5　一丁　4　-　3　-　2　-1　　(16)

5　-　4　-　3　-　2　-1　　(17)

年 組 番　氏名

-90-



数字についての調査(Ⅱ)

この調査は、みなさんが数学についてどのように考えているかを知り、これからの数学教育の改善に役立

てようとするものです。それぞれの項目内容は、本校数学科の教育方針とは関係なく作られたものです。ま
た、答えた事項は、いずれも本調査の目的以外にはいっさい利用しませんし、これによってあなたに不利益

をもたらすことはありません。したがって、考えているとおり、正直に書いて下さい。

◆調査2◆数学がおもしろい・楽しいと感じるのは、どのようなときですか。

次の項目について、あなたの思いにもっとも近いものを1、2、3、4、5の中から1つ選んで、その

番号を○でかこみなさい。

大

反

対

反
対

い

え

な

い

ど

ち

ら

と

も

賛
成

大
賛
成

(1)定理や内容の意味が分かったり納得したりしたとき

(2)あまり努力しなくてもすぐできるとき

(3)習った事柄を、自分なりに発展させて、さらに新し

いことを見つけたり、問題を解決したりするとき

(4)他人にうまく説明できたとき

(5)一生懸命勉強しているとき

(6)自分で新しい問題を作るとき

(7)簡単な練習問題をたくさん解いたとき

(8)先生が軽しい質問をしないとき

(9)友達と協力して作業したり問題を解いているとき

(10)知らなかったこと、新しいことが分かるようになっ

たとき

5

5

5

5

5

5

5

5

5

(11)私の考えを、他の生徒が理解してくれるとき　　　　　5

(12)難しい問題がやっと解けたとき　　　　　　　　　　　5

4　4　4　4　4　4　4

4　4　4

(13)自分で問題の別の解法を見つけたとき　　　　　　　　5　-4

(14)なぜそのようになるのかを考えているとき　　　　　　5　-4

(15)簡単に解けそうにない問題を解こうとしているとき　　5-4
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年 組 番　 氏名
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数学についての調査(Ⅲ)

この調査は、みなさんが数学についてどのように考えているかを知り、これからの数学教育の改善に役立

てようとするものです。それぞれの項目内容は、本校数学科の教育方針とは関係なく作られたものです。ま

た、答えた事項は、いずれも本調査の日的以外にはいっさい利用しませんし、これによってあなたに不利益

をもたらすことはありません。したがって、考えているとおり、正直に書いて下さい。

◆調査3◆どのようにすれば、教学がよくできるようになると思いますか.

次の項伽こついて、あなたの考えにもっとも近いものを1、2、3、4、5の中から1つ選んで、その

番号をOでかこみなさい。
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(1)解き方のパターンを覚える。　　　　　　　　　　　5

(2)自分の考えを他の生徒に説明しようとする。　　　　5

(3)問題の答えをただ得ることよりも、考え方を理解

しようとする。

(4)自分で何かを考え出そうとする。

(5)人の考えを理解しようとする。

(6)練習問題をたくさん解く。

(7)数学の棟習・応用問題を解くことのみに関心を持

ち、それ以外の内容にあまり興味を持たないよう

にする。

(8)問題の異なった解法を見つけようとする。

(9)教科書の内容だけでなく、数学の歴史や応用など、

いろいろな面から数学に興味を持って勉強する。

(10)基礎的なことをよく理解する。

(11)教師の示した方法で問題を解き、独自の方法は考

えないようにする。

(12)難しい問題を解くようにする。
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